
　

12
月
16
日
、
東
九
州
自
動
車

道
の
志
布
志
IC
〜
鹿
屋
串
良
IC

間
の
本
格
的
な
工
事
着
手
を
前

に
、
志
布
志
市
有
明
町
の
市
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
九
州
自
動
車
道
は
、
北
九

州
市
を
起
点
に
大
分
、
宮
崎
を

経
て
鹿
児
島
に
至
る
総
延
長

４
３
６
㎞
の
高
速
自
動
車
国
道

で
す
。
県
内
で
は
、
志
布
志
IC

〜
末
吉
財
部
IC
間
（
48
㎞
）
の

う
ち
、
昨
年
３
月
の
鹿
屋
串
良

〜
大
隅
間
（
約
18
㎞
）
の
着
工

に
続
き
、
今
回
、
志
布
志
〜
鹿

屋
串
良
間
（
約
19
㎞
）
が
着
工

し
た
こ
と
で
、
南
九
州
地
域
に

お
け
る
新
直
轄
区
間
（
国
の
新

た
な
直
轄
事
業
で
行
う
区
間
）

の
す
べ
て
が
着
工
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

新
直
轄
区
間
と
は
、
料
金
収

入
で
管
理
費
が
賄ま

か
な

え
な
い
と
見

込
ま
れ
る
高
速
道
路
の
区
間
に

お
い
て
国
と
地
方
が
３
対
１
の

負
担
割
合
で
整
備
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
、
志
布
志
〜

末
吉
財
部
間
は
、
設
計
速
度

志
布
志
IC
〜
鹿
屋
串
良
IC
間
が
着
工

１
０
０
㎞
／
ｈ
の
４
車
線
道
路

（
当
面
２
車
線
で
使
用
）
で
、

通
行
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

志
布
志
市
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典

に
は
、
伊
藤
県
知
事
や
県
選
出

国
会
議
員
、
沿
線
市
町
の
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
。

伊
藤
県
知
事
は
「
今
回
の
着
工

は
、
県
土
の
一
体
的
浮
揚
を
大

き
く
促
進
す
る
も
の
」と
述
べ
、

山
下
鹿
屋
市
長
は
「
首
を
長
く

し
て
こ
の
日
を
ま
ち
望
ん
で
き

た
地
元
に
と
っ
て
は
何
物
に
も

代
え
が
た
い
喜
び
で
あ
る
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路

は
全
線
つ
な
が
っ
て
こ
そ
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
、
日
南
〜
志
布

志
間
の
整
備
計
画
区
間
へ
の
格

上
げ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
、
志
布
志
市
有

明
町
の
建
設
予
定
地
に
場
所
を

移
し
て
行
わ
れ
た
鍬く

わ

入
れ
式
で

は
、
大
き
な
か
け
声
と
と
も
に

鍬
が
入
れ
ら
れ
、
最
後
は
参
加

者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
し
て
、

工
事
着
工
を
祝
う
と
と
も
に
工

事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
都
市
政
策
課
高
速
道
対
策
室
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国分

末吉財部

 11.1㎞
（21 年度供用開始予定）

大隅

串間

日南

北郷

清武

鹿
屋
串
良

大
崎

志
布
志

＝着工区間
＝工事施工中
＝基本計画区間

 17.7㎞  9.5㎞
 9.7㎞

東
九
州
自
動
車
道

志布志市農村環境改善センターで行われた記念式典

工事着工を祝い、参加者全員で万歳三唱

志布志市有明町の道路建設予定地で行われた鍬
くわ

入れ式

武士大隅河川国道事務所長　　　　　　　　東大崎町長　　　　　　　　　　野村参議院議員　　　　　　　　　　　森山衆議院議員　　　　　　　　本田志布志市長　　　　　　鈴木九州地方整備局長
久保西日本高速道路㈱九州支社長　　　　　　山下鹿屋市長　　　　　　　　　　　伊藤県知事　　　　　　　　　　　 永田県議会議員　　　　　　　 末廣曽於市副市長　

　

基
本
構
想
は
、
平
成
18
年
11

月
に
市
長
か
ら
の
諮
問
を
受

け
、
同
審
議
会
が
1
年
以
上
に

わ
た
り
、
慎
重
な
審
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
市
の
将
来
都
市

像
を
『
ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
が

躍
動
す
る
「
健
康
・
交
流
都
市 

か
の
や
」』
と
設
定
し
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
「
心
豊
か
で
い

き
い
き
健
や
か
な
人
づ
く
り
」、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
」、「
に
ぎ
わ
い
と

活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り
」

　

平
成
20
年
度
か
ら
の
10
年

間
、
鹿
屋
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
鹿
屋
市
総
合
計

画
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、
12

月
13
日
、
鹿
屋
市
総
合
計
画
審

議
会
（
岡
崎
継
義
会
長
）
か
ら

市
長
に
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

拉致被害者の写真
パネルなどが展示
されていました。

鹿
屋
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
鹿
屋
市
総
合
計
画
審
議
会
が
市
長
へ
答
申

拉
致
被
害
者
と
特
定
失
踪
者
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催

を
基
本
理
念
に
、
時
代
に
合
致

し
た
自
立
都
市
の
形
成
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
必
要
な

手
続
き
を
経
て
、
市
議
会
12
月

定
例
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
基
本
構
想
に
基
づ
く

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
近
日

中
に
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で

あ
り
、
基
本
構
想
と
併
せ
て
総

合
計
画
と
し
て
今
年
度
中
に
策

定
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課
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者
の
１
人
に
輝
北
町
市
成
出
身

の
市
川
修
一
さ
ん
が
お
り
、
今

か
ら
29
年
前
の
昭
和
53
年
に
、

増
元
る
み
子
さ
ん
（
姶
良
町
出

身
）
と
吹
上
浜
に
出
か
け
消
息

を
絶
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
拉
致
の
疑
い
が
濃
い

と
さ
れ
て
い
る
特
定
失
踪
者

は
、
２
５
０
人
を
超
え
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
拉
致
被
害
者
や

　

12
月
11
日
か
ら
16
日
ま
で
、

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
（
12
月
10
日
〜
16
日
）
の
一

環
と
し
て
、「
拉
致
被
害
者
と

特
定
失
踪
者
の
パ
ネ
ル
展
」が
、

市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
展
は
、
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、

日
本
政
府
は
17
人
の
日
本
人
を

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
と

認
定
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
て
い
る
拉
致
被
害

特
定
失
踪
者
の
写
真
パ
ネ
ル
、

拉
致
問
題
を
訴
え
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
北
朝
鮮
へ
の
経
済
制
裁
を

呼
び
か
け
る
署
名
簿
や
募
金
箱

が
設
置
さ
れ
、
署
名
の
た
め
多

く
の
人
が
足
を
止
め
て
い
ま
し

た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
福
祉
政
策
課
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審議会の様子

山下市長に答申を手渡す山下求副会長

ブルーリボンは、北朝鮮と日本を隔てる「日本海の青」と
拉致被害者とその御家族を唯一結んでいる「青い空」をイ
メージしています。

市
庁
舎
に
掲
揚
し
た
懸
垂
幕
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